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2025年度年間標語「信仰によって励まし合う」ローマ 1:12 

            「ベツレヘムへ」          吉田真司 

「『さあ、ベツレヘムへ行こう・・・』。そして急いで行って、マリアとヨセフ、

また飼い葉桶に寝かせてある乳飲み子を探し当てた。」（ルカ2:15-16） 

エルサレムから南へ7km下ると、イエス様の誕生の地ベツレヘムがあります。町

の中心には、高い塔をもつ、現存する最古の教会である「聖誕教会（The Church of 

the Nativity）」があります。ベツレヘムは、旧約聖書の時代からダビデの故郷とし

て人々に知られ、「ダビデの町」と呼ばれていました。預言者ミカは、このベツレヘ

ムから救い主が誕生すると預言しました。「エフラタのベツレヘムよ、お前はユダの

氏族の中でいと小さき者。お前の中から、わたしのために、イスラエルを治める者

が出る。彼の出生は古く、永遠の昔にさかのぼる。」（ミカ 5:1）。聖誕教会は四世紀

前半、キリスト教を「合法宗教」としたコンスタンティヌス帝（在位 306-337）によ

って完成しました。私も今から 29年前（1996年）にベツレヘムを訪ね、その教会

に行ってきました。☆聖誕教会にまつわるエピソードを紹介しましょう。7 世紀前

半、ササン朝ペルシャがパレスチナに侵入し、エルサレムを破壊し、ベツレヘムに

乗り込んできました。そして、この教会を破壊しようとした時、礼拝堂に描かれて

いるキリスト誕生物語のモザイク画の中に、自分たちと同じ服装をした東方からの

博士を見つけて驚き、この教会には手をつけなかったと言われています。そしてそ

の後も、幾多の戦争が続く中で、教会は破壊をまぬがれ、現在があるのです。その

教会の入口は、外部からの侵入を防ぐため、大人が身を屈めてしか入れないほどの

高さしかなく、その幅も狭く一人ずつしか入れません。その入口の低さと狭さから、

どんな人間もおごり高ぶったままでは救いに入れないというメッセージを感じます。

☆私は、身をかがめて聖誕教会の入り口をくぐり、地下に下って、その床下にある

白銀の星（ラテン語で「ここにてイエス・キリストは処女マリアより生まれたまえ

り」と記されている）に触れるため地べたに体を付けました。どんな人もそうしな

いと触れることが出来ません。その時に、ベツレヘムの意味を深く知りました。 

 

教会の定例集会 
  主日礼拝      日曜日   午前 ９：００～１０：００（相模原礼拝） 

午前１０：４０〜１２：００（会堂礼拝） 
  教会学校      日曜日   午前 ９：３０〜１０：２０ 
   （嬰児、幼児、小学生、中高生、青年、成人、英語、聖書入門の各クラス） 
  祈り会       水曜日   午後 ７：３０〜９：００ 
  金曜集会      金曜日   午前１０：３０〜１２：００ 
  家庭集会（相模原） 第二火曜日 午前１０：００〜１２：００（竹村家） 

（すずかけ台） 第三木曜日 午後 １：３０〜３：００（長谷川家） 
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